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あと２週間で、２０２２年が終わろうとしています。一昨年から「新型コロナ感染症」の話題が世

界をかけめぐっています。予防接種や薬の開発が進み、ようやく明るいきざしが見え始めたような

気がしていますが高止まりのままです。やはり予断は許さない状況が続いています。スポーツでは W

杯サッカーでの日本の活躍もありました。来たるべき２０２３年が、災害のない明るい平和な世界

でありますよう願っています。保護者の皆様、地域の皆様もよいお年をお迎えくださいませ。 

東京オリンピック“空手”銅メダリスト荒賀龍太郎さんが来校 

１１月２２日、島根県の 2030年国民スポーツ大会に向けてトップア

スリート事業が本校で行われました。大田市は、空手と弓道が会場に

なる予定だそうです。その普及のために、空手家の荒賀龍太郎さんが

本校を訪れ、子どもたちに空手の楽しさや夢に向かって進む目標や努

力について話をしてもらいました。 

 始めに、荒賀龍太郎さんの初心者のための空手教室でした。空手の

楽しさを知ってもらうべく、空手の動きを楽しみながら一緒に空手を

行いました。相手を倒すということではなく、自分を守るためのもの

という話から、一人で行う「つき」や二人で行う「かまえ」の反復練習

を行いました。 

 荒賀さんは、自ら道場を開き、子どもたちにも教えておられるので、

上手に声かけをしながら心ほぐしをして、心をつかんでいかれました。子どもたちはスポーツを楽

しむ心を教えてもらいました。空手教室の最後に、「新聞紙を破る」ということに子どもたちは挑戦

しました。集中して“つかなければ”きれいに新聞紙を破くことはできません。でも、子どもたちは

必死になって新聞紙を破きました。上手に破く子どもも出てきて盛り上がりました。 

 休憩後、荒賀さんの空手を始めたきっかけや小さいころに夢をもって、努力した話が聞けました。

夢を持ったらその夢の実現のために今の自分の目標をきめてがんばっていくことが大切だという話

でした。また、2年ごとに行われる世界選手権での決勝の舞台に上がった時の心の動きや敗れた時の

心を教えてもらいました。東京オリンピックに空手が正式種目に決まった時の心から次の目標がで

きて肩の力がスゥーっとぬけていったことなどトップアスリートにしかわからない心情まで話をし

てくれました。 

 2030 年の国民スポーツ大会が開催される時に子どもたちは 19 歳、20 歳の若者になります。大田

市で空手が開催された時に荒賀さんとの交流をきっと思い出すことではないでしょうか。 
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やってやれないことはない 

今をがんばる 池田っ子 



収穫祭を行いました 
1１月 18日に、今年度、学校行事等でお世話になった地域の方々を招いて収穫祭を全校で行い

ました。 

収穫祭でのオリジナルメニューは、学習で学んだことを活かしながら子どもたちで考えて作りま

した。とても、おいしくいただきました。メニューを紹介します。 

※ごはん（おにぎり） 

5・6年生で田植え・稲刈り体験した三瓶米で

す 

※みそしる 

５・６年生は、家庭科でごはんとみそ汁の学習

があります 学校産のしいたけも入れました 

4年生が育てたねぎが入っています 

※おろしハンバーグ 

6年生が考えたオリジナルメニューです 

※ネギの肉巻き（玉ネギではなくねぎが入って

います）4年生が育てたねぎを使ってのメニューです 

※きゅうりとわかめの酢の物  ※ロールケーキ 

 

 

 

 

 

 

 

 

★11月 20日 ネギでチャレンジマーケット 

４年生は学校の畑で作ったネギを地元のマ

ーケットに出荷し、子どもたちが売りました。

出荷作業も行いましたが根気よく作業をがん

ばりました。すぐに

売り切れたので急

遽、畑で収穫して土

付を販売しました。

やはり池田のネギは

美味しいですね。  

★12月 12日 高学年合同学習 

 高学年は銀山学習で学んだことを個人でま

とめ発表を行いました。劇で表現した学校も

ありました。その後、体育館に移動してみんな

でドッジボール

をして楽しみま

した。（於：池田

小）  

○ぼくが収穫祭で心に残ったことは、みんなで協力してみそ汁とご飯を作って、来て下さったお客さんが

喜んで食べてくれたことです。これまで、料理をしても家族に食べてもらったことがなかったからです。

栄養バランスを考えて、一生けん命つくることが出来たので良かったです。  （5年） 

○ネギをみじん切りするのが大変で、目が痛かったけど２０本も切れたのは、手伝ってくれた人に感謝し

たいです。ハンバーグをこねる時に、豆腐をつぶすのがあまりやったことがなかったので、うれしかっ

たです。剣心さんが、料理がすごく上手でびっくりしました。        （6年） 


